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認定後の推進体制 
「日本遺産」認定により「沼辺(Numabe)」＋「イノベーション(Innovation)」＝「ヌマベーション(NUMA-
VATION)」を合言葉として、各分野の事業を担う組織・ 団体を“横串”でつなぎ、各事業を更に磨きあげ、地域

の魅力を世界に発信することを第一の目的とする。 
 
１)中・長期的ビジョン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２)推進協議会体制(案) 
❶(仮称)館林市「日本遺産」推進協議会 
❷(仮称)館林市「ヌマベーション」連絡協議会 
❸館林市「日本遺産」地域プロデューサー 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

❸ 館林市「日本遺産」地域プロデューサー 
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来訪者 11 地域住民 

「日本遺産」構成文化財(地域の歴史・文化財) 

文化庁「日本遺産」プロデューサー 

文化庁 

❶ (仮称)館林市「日本遺産」推進協議会 

行政 団体 有識者 

市民団体 

派遣 

助言・支援 

行政 団体 有識者 

❷ (仮称)館林市「ヌマベーション」連絡協議会 
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各分野・各事業の実施 

民間活動支援やソフト事業の更な
る推進に取り組み、各事業実現を
加速させる。 

予算・人員の重点配分を行い、「日
本遺産」地域活性化計画に位置づ
けた各事業に取り組む 

平成３１年度

「日本遺産」認定

平成３１年度

１～３年目

推進重点期間

４～６年目

フォローアップ期間

館林市が目指すまちづくり 

【地域活性化計画の取組概要】 
❶歴史文化の継承 
❷人材育成・住民参加 
❸産業振興 
❹観光振興 
❺情報発信 
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